
東京食肉市場株式会社 

 

第１ 監査対象の概要 

 １ 事 業 の 内 容 

（１）事 業 の 概 要 

東京食肉市場株式会社（以下「会社」という。）は、都民に対する食肉の安定供給のために   

畜産物の集荷・販売機能を果たすとともに、公正な取引と価格形成、流通コストの節減及び  

食肉流通の効率化を図ることを目的として、食肉市場の卸売会社として昭和４１年９月に設立

され、主として次の事業を行っている。 

ア 家畜の荷受け及び販売 

イ 枝肉及び部分肉・輸入肉の受託または買付並びに販売 

（２）都 と の 関 係 

    都は、会社の資本金６億円のうち３億円（５０％）を出資している。 

 ２ 組   織  

    会社は、事務所を港区港南二丁目７番１９号に置き、役員１１名（代表取締役社長１名、専務

取締役２名、常務取締役３名、取締役２名、監査役３名（非常勤監査役２名））及び職員９４名で、

５部をもって構成されている。 

 

第２ 監査の範囲及び実地監査期間 

 １ 監 査 の 範 囲 

   平成１４年度（第３７期）及び平成１５年度（第３８期）の事業について実施した。 

 ２ 実地監査期間 

（１）中央卸売市場   平成１６年１１月１０日及び２９日 

 （２）会    社   平成１６年１１月１９日から同月２５日まで 

 

第３ 監 査 の 結 果 

 １ 経営に関する事項 

平成１５年度における大動物のうち牛の取扱頭数は、１５万４，５４４頭で前年度（１５万  

６，１６４頭）と比較して１，６２０頭減少しているが、取扱金額は８２３億１，５７３万余円

で前年度（７５８万３，２６２万余円）と比較して６４億８，３１１万余円増加している。 

また、小動物（豚）における取扱頭数は、２９万５，８０３頭で前年度（２９万９，９０３頭）

と比較して４，１００頭減少しており、また、取扱金額も８２億４８９万余円で前年度（９１億

９，１４８万余円）と比較して９億８，６５９万余円減少している。 

平成１５年度における経営成績は、総収益８７億１，０４６万余円、総費用８１億８，５６２

万余円で、税引前当期利益は４億６２０万余円となり、法人税等を控除した当期純利益は２億  
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２，４５３万余円である。これに任意積立金取崩額及び前期繰越利益１億７，９４２万余円を  

加えた当期未処分利益は４億３９５万余円となっている。 

平成１５年度末における財政状態は、資産合計８７億７，６４７万余円、負債合計４７億   

９，１５１万余円、資本合計３９億８，４９５万余円となっており、前年度と比較して、資産及

び資本は増加し負債は減少している。 

   なお、事業継続の可能性について、財務指標関係、財務活動関係、営業活動関係等の観点から

確認を行った結果、事業継続に対して懸念を抱かせるような事実はなかった。 

会社の経営状況は、ＢＳＥの影響もほぼ解消し、正常に近い情勢に回復したことなどから、  

前年度に引き続き当期利益を計上しており、経営状況は良好であり、出資の目的に沿って適切に

経営されているものと認められる。 

 

第４ 経営状況の概要 

 １ 経営状況について 

（１）事 業 実 績 

   食肉の取扱量・取扱金額等の実績は次のとおりである。 

   ア 事業実績の推移について 

食肉の取扱量・取扱金額の過去５年間の推移は表１のとおりである。 

大動物のうち主要品目である牛肉（生体・枝肉）の取扱量、取扱金額とも平成１３年度は、

「ＢＳＥ」が発生した影響で減少しているが、平成１５年度は、平成１３年度と比較すると、

取扱量で１万８，８１３頭、金額で２３０億余円の増加となっている。 

また、取扱単価の推移は表２のとおり、牛肉一頭当たりの平成１５年度の単価は、平成  

１３年度と比較して９万６，２９７円高くなっている。 

小動物（豚）における豚肉（生体・枝肉）の取扱量、取扱金額は、平成１１年度以降、     

減少傾向にあり、平成１５年度は、平成１１年度と比較すると、取扱量で２万９，９７８頭、

金額で１１億余円の減少となっている。 

また、平成１５年度の豚肉一頭当たりの単価は、平成１１年度と比較して１，１１６円  

安くなっている。 
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（表１）事業実績の推移（取扱量・取扱金額） （　単位　：　百万円　）

金額 金額 金額 金額 金額

生体・枝肉 146,500 頭 76,921 147,117 頭 80,089 135,731 頭 59,225 156,164 頭 75,833 154,544 頭 82,316

部分肉 598 ｔ 536 406 ｔ 322 239 ｔ 205 147 ｔ 173 158 ｔ 160

買付副産物 － 337 － 411 － 357 － 193 － 203

生体・枝肉 325,781 頭 9,400 311,062 頭 8,789 289,661 頭 9,641 299,903 頭 9,191 295,803 頭 8,205

部分肉 1,764 ｔ 900 1,824 ｔ 913 1,141 ｔ 491 1,127 ｔ 422 1,163 ｔ 404

6,098 ｔ 3,654 8,951 ｔ 4,713 5,177 ｔ 3,261 5,146 ｔ 3,119 5,439 ｔ 3,268

252 頭 3 171 頭 4 70 頭 1 32 頭 0 151 頭 3

472,533 頭 458,350 頭 425,462 頭 456,099 頭 450,498 頭

8,460 ｔ 11,181 ｔ 6,558 ｔ 6,419 ｔ 6,760 ｔ

（表２）事業実績の推移（取扱単価）

生体・枝肉 円/頭 円/頭 円/頭 円/頭 円/頭

部分肉 円/ｋｇ 円/ｋｇ 円/ｋｇ 円/ｋｇ 円/ｋｇ

生体・枝肉 円/頭 円/頭 円/頭 円/頭 円/頭

部分肉 円/ｋｇ 円/ｋｇ 円/ｋｇ 円/ｋｇ 円/ｋｇ

平成13年度

取扱量

73,181

牛

豚

その他（馬・羊）

輸入肉（牛･豚）

平成11年度

取扱量

合計 88,932

平成15年度

取扱量

94,559

平成14年度

28,256

牛

豚

取扱量取扱量

95,241

　　　　　　　　年度
区分

91,751

　　　　　　　　年度
区分

平成12年度

510

27,738

348

平成14年度 平成15年度

532,636

1,014

436,339544,389

794 859

33,285

430

平成11年度 平成12年度 平成13年度

500

525,058

896

28,854

485,596

1,174

30,648

375

 

イ 前年度との比較増減について 

食肉の取扱量・取扱金額及び取扱単価の対前年度比較は表３及び表４のとおりである。 

牛肉（生体・枝肉）については、前年度と比較して取扱量で１，６２０頭減少しているが、

金額では８．５％増加して８２３億余円となっている。取扱量の減少は、平成１３年にＢＳ

Ｅが発生したことにより繁殖・肥育頭数が減少したことが影響したものであり、取扱金額の

増加は、取扱単価が前年度より一頭当たり４７，０４０円上昇したことによるものである。 

豚肉（生体・枝肉）については、前年度と比較して取扱量で４，１００頭減少し、取扱金

額においても１０．７％減少して８２億余円となっている。取扱量の減少は、生産者の出荷

の減少などにより取扱量が減少したことが要因であり、取扱金額の減少は、それとともに、

取扱単価が前年度より一頭当たり２，９１０円下落したことによるものである。 
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（表３）対前年度比較（取扱量・取扱金額） （　単位　：　百万円　）

金額 金額 金額 取扱量 金額

生体・枝肉 154,544 頭 82,316 156,164 頭 75,833 △ 1,620 頭 6,483 △ 1.0% ＋8.5%

部分肉 158 ｔ 160 147 ｔ 173 11 ｔ △ 12 ＋7.7% △ 7.0%

買付副産物 － 203 － 193 － 9 － ＋4.9%

生体・枝肉 295,803 頭 8,205 299,903 頭 9,191 △ 4,100 頭 △ 987 △ 1.4% △ 10.7%

部分肉 1,163 ｔ 404 1,127 ｔ 422 36 ｔ △ 18 ＋3.2% △ 4.3%

5,439 ｔ 3,268 5,146 ｔ 3,119 294 ｔ 148 ＋5.7% ＋4.7%

151 頭 3 32 頭 0 119 頭 3 ＋371.9% ＋661.7%

450,498 頭 456,099 頭 △ 5,601 頭

6,760 ｔ 6,419 ｔ 341 ｔ

（表４）対前年度比較（取扱単価）

生体・枝肉 円/頭 円/頭 円/頭

部分肉 円/ｋｇ 円/ｋｇ 円/ｋｇ

生体・枝肉 円/頭 円/頭 円/頭

部分肉 円/ｋｇ 円/ｋｇ 円/ｋｇ

1,014 △ 160

△ 2,911

△ 27

牛

豚

取扱量

　　　　　　　　年度
区分

　　　　　　　　年度
区分

485,596

1,174

30,648

375

合計 88,932

平成15年度

牛

豚

その他（馬・羊）

輸入肉（牛･豚）

取扱量

94,559

27,738

348

増減率

＋6.3%

＋9.7%

平成14年度 増減高

取扱量

5,626

532,636

平成15年度 増減高 増減率

47,040

△ 13.6%

△ 9.5%

△ 7.3%

平成14年度

 

   ウ 事業計画と事業実績について 

食肉の取扱量・取扱金額及び取扱単価の予算比較は表５及び表６のとおりである。 

牛肉・豚肉については、ほぼ計画どおりの実績となっているが、輸入肉（牛・豚）の取扱

量、取扱金額とも計画を上回った実績（４００％以上）となっている。これは、豚肉につい

て、外食産業が輸入する牛肉から豚肉へとメニューを変更したことによることが増加の要因

である。 

 

（表５）事業計画（予算）・事業実績比較（取扱量・取扱金額） （単位：百万円）

金額 金額 金額 取扱量 金額

生体・枝肉 149,044 頭 81,095 154,544 頭 82,316 5,500 頭 1,221 ＋3.7% ＋1.5%

部  分  肉 296 ｔ 325 158 ｔ 160 △ 138 ｔ △ 165 △ 46.6% △ 50.6%

買付副産物 － 185 － 203 － 18 － ＋9.7%

生体・枝肉 296,250 頭 9,767 295,803 頭 8,205 △ 447 頭 △ 1,562 △ 0.2% △ 16.0%

部  分  肉 1,303 ｔ 575 1,163 ｔ 404 △ 140 ｔ △ 171 △ 10.8% △ 29.7%

1,023 ｔ 592 5,439 ｔ 3,268 4,416 ｔ 2,676 ＋431.7% ＋452.0%

頭 3 151 頭 3 151 頭 △ 0 － －

445,294 頭 450,498 頭 5,204 頭

2,622 ｔ 6,760 ｔ 4,138 ｔ

（表６）事業計画（予算）・事業実績比較（取扱単価）

生体・枝肉 円/頭 円/頭 円/頭

部  分  肉 円/ｋｇ 円/ｋｇ 円/ｋｇ

生体・枝肉 円/頭 円/頭 円/頭

部  分  肉 円/ｋｇ 円/ｋｇ 円/ｋｇ

32,969

441

平成15年度実績 予  実  差  異

△ 841,098
牛

豚

△ 11,465

27,738

348

△ 5,231

△ 94

544,101 532,636

1,014

　　　　　　　　年  度
区  分

平成15年度予算

合      計 92,542

平成15年度実績

取扱量

94,559

牛

豚

その他（馬・羊）

輸入肉（牛･豚）

平成15年度予算

取扱量

　　　　　　　　年  度
区  分

予 実 差 異

取扱量

2,017

予 実 差 異 率

＋2.2%

予 実 差 異 率

△ 7.6%

△ 15.9%

△ 21.3%

△ 2.1%
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（２）経 営 成 績 

ア 損益計算書の主要項目等について対前年度との比較増減分析 

   平成１４年度及び平成１５年度の経営成績は、別表１比較損益計算書のとおりである。 

平成１５年度における経営成績は、総収益８７億１，０４６万余円、総費用８１億８，５

６２万余円で、税引前当期利益は４億６２０万余円となり、法人税等を控除した当期純利益

は２億２，４５３万余円である。これに任意積立金取崩額及び前期繰越利益１億７，９４２

万余円を加えた当期未処分利益は４億３９５万余円となっている。 

（ア）営業収益 

営業収益は、８６億４，１３１万余円で、前年度（８３億２，１０９万余円）と比較し

て、３億２，０２２万余円（３．８％）増加している。 

① 受託販売手数料のうち、牛については２億２，３９９万余円増加し、豚については   

３，４４０万余円減少し、全体で１億８，９６７万余円増加している。このうち、牛に

ついては牛生体取扱頭数が１，６２０頭（１．０％）減少したものの、取扱単価が１頭

につき４７，０４０円上昇（９．７％）したため、受託販売手数料が増加し、一方、豚

については、豚生体取扱数が４，１００頭（１．４％）減少し、取扱単価も１頭につき

２，９１１円下落（９．５％）したため、受託販売手数料が減少したものである。 

② 売上は、主要な買付品である輸入肉の取扱数量が２９４トン（対前年度比５．７％）   

増加したことなどにより、２億５６２万余円増加している。 

③ 業務委託収入は、平成１１年度から平成１４年度まで、日本食肉市場卸売協会からの  

委託を受け、食肉卸売市場価格形成機能強化事業を行っていたことによる収入である。 

（イ）営業費用 

営業費用は、８１億８，５６２万余円で、前年度（７９億６，５８６万余円）と比較し

て、２億１，９７６万余円（２．８％）増加している。 

① 売上原価は、主要な買付品である輸入肉の取扱数量が２９４トン（対前年度比５．７％）

増加したことなどにより、２億２，２３９万余円増加している。 

② 販売費及び一般管理費 

○ 冷蔵庫使用料は、輸入部分肉について平成１４年度までは分場において会社所有の

冷蔵庫を使用していたが、平成１５年度から東京都所有の冷蔵庫を使用することにな

ったため、冷蔵庫使用料が２，４６５万余円増加したものである。 

○ 役員退職慰労引当金繰入額は、平成１５年度から会計方針を変更し、新たに役員退

職慰労引当金を設定したため、平成１４年度に発生していなかった役員退職慰労引当

金繰入額が平成１５年度分として２，２３２万余円発生している。 

なお、過年度分については、役員退職慰労債務特別償却として１億１，９２１万余

円を特別損失に計上している。 
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○ 退職給付費用は、前年度と比較して、適格退職年金に係る年金資産の運用状況が改

善し、その影響により退職給付費用が４，９５８万余円減少したものである。 

○ 会費分担金は、平成１４年度はＢＳＥの影響、平成１５年度は前倒し出荷の影響に

より指定と場取引高が減少したため、指定と場取引のための輸送費助成金が２，５０

５万余円減少したものである。 

（ウ）営業外収益 

営業外収益は、６，９１４万余円で、このうち雑収入は、前年度と比較して２，１７２

万余円減少している。これは、国産牛対策事業のための補助金２，１８９万余円を平成  

１４年度に得たことが主要因である。 

（エ）特別損失 

平成１５年度に発生した特別損失１億１，９２１万余円は、新たに設定した役員退職慰

労引当金の過年度分等であり、平成１４年度に発生した特別損失は、主としてゴルフ会員

権評価損１，７４０万円である。 

 

イ 経営比率等による経営成績の分析 

    経営比率は、表７のとおりである。 

　（表７）経営比率 （単位：％）
　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　　項目

平成
11年度

平成
12年度

平成
13年度

平成
14年度

平成
15年度

算式

経営資本営業利益率（％） 2.5 4.6 0.0 5.1 6.5
　営業利益　.

経営資本

営業収益営業利益率（％） 1.9 3.2 0.0 4.3 5.3
　営業利益　.

営業収益

経営資本回転率（回） 1.3 1.4 1.2 1.2 1.2
　営業収益　.

経営資本

総費用対総収益比率（％） 97.6 100,7 100.9 95.0 95.3
　総費用　.

総収益

支払利息対総収益率（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
　支払利息　.

総収益  

（ア）経営資本営業利益率及び営業収益営業利益率 

平成１３年度は、ＢＳＥの発生により営業収益が激減し、営業利益が１００万円に満

たなかったため、両指標とも０．０％となっている。 

（イ）経営資本回転率 

ＢＳＥが発生した平成１３年度以降、営業収益が減少したことにより回転率がやや低

下しているが、全体的に安定している。 

（ウ）総費用対総収益比率 

平成１３年度はＢＳＥの発生により営業利益が減少した上に、ＢＳＥ特別損失８，６

７９万余円を計上したために総費用が総収益を上回っている。 

（エ）支払利息対総収益率 
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会社の短期借入金に対する支払利息は、日本食肉市場卸売協会が負担しているため、

損益計算書上の支払利息は当座借越利息のみとなっている。 

 

 （３）財 政 状 態 

ア 貸借対照表の主要項目等について対前年度との比較増減分析 

    平成１５年度末における財政状態は、別表２比較貸借対照表のとおり、資産合計８７億   

７，６４７万余円、負債合計４７億９，１５１万余円、資本合計３９億８，４９５万余円で

あり、前年度と比較して、資産及び資本は増加し負債は減少している。 

（ア）資産の部 

資産合計は、８７億７，６４７万余円で、前年度（８６億３，７８６万余円）と比較し

て１億３，８６０万余円（１．６％）増加している。 

① 流動資産 

流動資産の残高は変動割合が少なく概ね安定している。平成１５年度の残高は前年度

と比較して８，９６７万余円（対前年度比１．３％）増加している。 

○ 現金及び預金 

現金及び預金は、表８のキャッシュフロー計算書のとおり、販売等の営業活動によ

り２億８，５５４万余円の資金を獲得し、大動物せり用設備等の設備投資などの投資

活動に８，９４５万余円を使用し、短期借入金の返済や配当という財務活動に１億３，

０００万円を使用している。 

   （表８）平成１５年度キャッシュフロー計算書       （単位：千円） 

営業活動ＣＦ              ２８５，５４６ 

  営 業 収 入 他            ９，１２４，２６８ 
  売 上 原 価 他        △   ８，８３８，７２１ 

投資活動ＣＦ        △      ８９，４５８ 

  施 設 整 備 費        △      ８９，４５８ 

財務活動ＣＦ        △     １３０，０００ 

  借入金・配当金        △     １３０，０００ 

収 支 余 剰 金               ６６，０８８ 

○ 売掛金 

平成１５年度は前年度と比較して残高で２，０５３万余円（対前年度比１．４％）   

増加している。売掛金は債権発生日から起算して７日での入金になるため、売掛金残

高は３月最終週の取扱量に依存している。 

② 固定資産 

○ 器具備品 

平成１５年度は、耐用年数を経過している大動物せり用設備をリニューアルするた

めに７，４１８万余円の設備投資をしたため、帳簿価額で４，２８３万余円増加して

いる。 
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○ ソフトウェア 

平成１５年度は、平成１０年度に９，４５０万余円を投資して取得したソフトウェ

アの償却最終年度となるためソフトウェアの帳簿価額が１，５８３万余円減少してい

る。 

③ 投資その他の資産 

投資その他の資産の残高は変動割合が少なく概ね安定している。平成１５年度の残高

は前年度と比較して２，７５３万余円（対前年度比１．６％）増加している。 

○ 繰延税金資産 

   平成１５年度は、前年度と比較して繰延税金資産が４，７２４万余円増加している。

これは、平成１５年度から設定した役員退職慰労引当金１億４，１８４万円が税務上  

否認され、これに対する繰延税金資産が平成１５年度より計上したことが要因である。 

○ 会社は東京部分肉センター株式会社に対し１０億円の出資（出資比率４０％）を行

っているが、出資の実質価額は２億５，８１０万円下落している。この状況は実質価

額の著しい下落には該当しないため、会計上、当初の取得価額を貸借対照表に計上し

ているが、今後の出資先の業績如何によっては評価減計上の検討が必要になる可能性

があるため、同社の動向に関しては継続的に注意する必要がある。 

（イ）負債の部 

負債合計は、４７億９，１５１万余円で、前年度（４７億９，３０７万余円）と比較し

て１５６万余円（０．０％）減少している。 

① 流動負債 

流動負債の残高は変動割合が少なく概ね安定している。平成１５年度の残高は前年度

と比較して９，３０３万余円（２．２％）減少している。このうち、短期借入金は、価

格形成機能強化資金として日本食肉市場卸売協会から交付される利子補給金額に応じて

借入額を決定している。平成１５年度は、前年度より利子補給金額がやや減少したため

に借入額が７，０００万円減少している。 

② 固定負債 

固定負債のうち、退職給付引当金は、前年度と比較して、適格退職年金に係る年金資

産の運用状況が改善し、その影響により年金資産が２，２９４万余円増加し、また、従

業員から取締役及び嘱託職員への区分異動による退職金が発生したために、退職一時金

に係る退職給付債務が３，３３１万余円減少したことが主要因である。また、役員退職

慰労引当金は、平成１５年度より設定したために１億４，１８４万余円増加したもので

ある。 

（ウ）資本の部 

資本合計は、３９億８，４９５万余円で、前年度（３８億４，４７８万余円）と比較し

て１億４，０１６万余円（３．６％）増加している。 
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利益剰余金のうち、役員退職積立金は、従来、役員の退職に備えて積み立てていた役員

退職積立金を役員退職慰労引当金に移行したため、役員退職積立金１億１，３００万円が

減少したものである。また、市場設備改良積立金は、将来設置を予定している内臓処理  

設備及び繋留設備のための積立金であり、平成１５年度は１億７，０００万円積み立てて

いる。 

イ 財務比率等による財政状態の分析 

  財務比率は表９のとおりである。 

　（表９）財務比率 （単位：％）
　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　　項目

平成
11年度

平成
12年度

平成
13年度

平成
14年度

平成
15年度

算式

流動比率 152.9 156.1 160.1 158.5 164.2
　流動資産　.

流動負債

自己資本比率 44.9 42.1 44.2 44.5 45.4
　自己資本　.

総資本

固定長期適合比率 41.3 41.3 42.5 43.0 41.9
　固定資産　.

長期資本  

会社の資産構成は全体的に大きな変動はしていない。 

（ア）流動比率 

平成１５年度は、営業活動による預金残高の増加等により流動資産が増加する一方で、  

利子補給金額の減少による短期借入金の減少等により流動負債が減少している。このため、

流動比率が上昇している。この結果、流動負債に対する担保能力は十分である。 

（イ）自己資本比率 

会社の自己資本比率は概ね４０％以上の水準で安定しているので、資金の安定性は高い。 

（ウ）固定長期適合比率 

   会社の固定長期適合比率は、概ね４０％程度の水準で安定しているので、財務の安全性

は保たれている。 

 

 （４）事業運営及び財務事務に関する内部統制について 

   ア 事業に関する内部統制の評価 

現在、肉牛生産者（出荷者）の多くは東京食肉市場に隣接する芝浦と場でと畜し、そのま

ま「せり上場」することを望んでいるが、芝浦と場での 1 日当たりのと畜能力は３５０頭と

いう制限から、会社は、生産者からの出荷を割当によって配分せざるを得ない状況が生じて

いる。このため、生産者の過去の出荷実績に基づき、出荷量の目安頭数を定め、その頭数を

目安に生産者毎の受入頭数を決定している。 

割当数量の多寡は芝浦と場でのと畜を望む生産者に重要な影響を与えるため、割当の意思

決定には公正性、合理性が求められることになる。したがって、内部統制の観点から、その

意思決定に至った経緯を取締役会等に報告するとともに、平成１７年４月からの牛と畜ライ

ン１００頭／日の追加が予定されていることから、と畜割当及び今後の目安頭数の変更等に
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ついては、その決定根拠等を明確に示した文書を残すことが望ましい。 

イ 財務に関する内部統制の評価 

財務に関する内部統制の評価として、以下の項目について質問し、内部統制の整備状況に

ついて改善の必要性を検討した。 

①職務の分掌、②帳簿組織、③現金及び預金の取扱い（現金出納業務と総勘定元帳の記帳

業務の分掌）、④売上及び売掛金の管理、⑤貸付業務、⑥仕入及び買掛金の管理、⑦借入業務

（借入金に関する規程及び借入業務と経理業務の分掌）、⑧株式発行事務、⑨人件費について

は、改善を必要とする点は認められなかった。 

ウ 資産の管理に関する内部統制の評価 

資産の管理について、取引を以下の段階に分類して質問し、内部統制の整備状況について

改善の必要性を検討した。 

①資産の取得、②償却資産の減価償却、③棚卸資産の取扱い、④資産の廃棄、⑤帳簿体系

については、改善を必要とする点は認められなかった。 

 

 （５）事業継続の可能性についての評価 

事業継続の可能性について、経営者に対し事業の将来性及び事業環境のヒアリングを行う 

とともに、財務指標関係、財務活動関係、営業活動関係等の観点から確認を行った結果、事業

継続に対して懸念を抱かせるような事実はなかった。 

なお、以下はヒアリングにおける経営者の考えを項目ごとに要約したものである。 

 

ア 事業の外部環境について 

（ア）競争条件 

卸売市場の東京食肉市場の指標化及び集中化が出現しており、他の食肉市場に比してと

畜処理能力及びブランド力に圧倒的優位性がある。 

（イ）経営方針 

会社の収益の決め手は手数料が固定されていることから、集荷を確実に行うことである。

また、豚及び部分肉部門は赤字であるが「卸売人」という使命から営業は継続しなければ

ならない。 

（ウ）財 務 面 

剰余金は３０億円弱あるが、これは売掛期間が支払期間と比べ長く、売掛金に係る運転

資金として２０億円から４０億円の資金が必要と考えており、当面は他の目的（投資等）

による保有は考えていない。平成１６年度に新ライン関連の設備に６億円を予定している。 

イ 内部環境について 

計数管理については、会社は部門別損益管理制度を採っており、毎月の月次実績を予算対

比・前年同月対比を常務会に報告している。 
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ウ 部門別損益の状況について 

平成１５年度の部門別損益は、大動物（牛）部門のみが黒字であり他の小動物(豚)部門、

輸入部分肉部門は赤字である。特に小動物部門は人件費を中心にした固定費を半分程度しか

賄いきれず固定費の削減が課題となっている。 
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(別表１)　比較損益計算書

平 成 １５ 年 度 平 成 １４ 年 度
（Ａ） （Ｂ） (C)＝(A)－(B) (C/B)×100

営 業 収 益 8,641,318,537 8,321,092,893 320,225,644 3.8

経 営 受託販売手数料 3,123,006,513 2,933,334,220 189,672,293 6.5

業 売　　　　　　上 5,517,550,519 5,311,920,663 205,629,856 3.9

損 識　　別　　料 761,505 714,010 47,495 6.7

常 益 業務委託収入 0 75,124,000 △    75,124,000 △ 100.0

の 営 業 費 用 8,185,622,302 7,965,861,530 219,760,772 2.8

部 売 上 原 価 5,408,171,262 5,185,779,237 222,392,025 4.3

損 販売費及び一般管理費 2,777,451,040 2,780,082,293 △    2,631,253 △   0.1

営 業 利 益 455,696,235 355,231,363 100,464,872 28.3

営 営業外収益 69,148,235 87,001,416 △ 17,853,181 △  20.5

益 業 受　取　利　息 956,337 1,377,219 △ 420,882 △  30.6

外 預　金　利　息 42,466,599 38,222,169 4,244,430 11.1

損 受取配当金 593,000 540,000 53,000 9.8

の 益 雑　　収　　入 25,132,299 46,862,028 △    21,729,729 △  46.4

の 営業外費用 959 15,695 △    14,736 △   93.9

部 支　払　利　息 959 10,895 △    9,936 △   91.2

部 雑　  損  　失 0 4,800 △ 4,800 △ 100.0

経 常 利 益 524,843,511 442,217,084 82,626,427 18.7

700,000 0 700,000 -

119,335,537 24,037,894 95,297,643 396.4

406,207,974 418,179,190 △ 11,971,216 △  2.9

229,959,613 167,020,115 62,939,498 37.7

△   48,283,499 △   17,336,949 △   30,946,550 178.5

224,531,860 268,496,024 △ 43,964,164 △ 16.4

133,000,000 10,000,000 123,000,000 -

46,423,925 42,292,701 4,131,224 9.8

403,955,785 320,788,725 83,167,060 25.9

　税引前当期利益

　特　別　損　失

(単位：円、％)

比 較 増 (△) 減　　　　　　　　　　　年        度
科　  目

　特　別　利　益

　法人税、住民税及び事業税

　当期未処分利益

　前期繰越利益（△未処理損失）

　当 期 純 利 益

　法人税等調整額

  任意積立金取崩額
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(別表２)　比較貸借対照表

平 成 １５ 年 度 平 成 １４ 年 度
（Ａ） （Ｂ） (C)＝(A)－(B) (C/B)×100

流  動  資  産 6,848,322,102 6,758,644,152 89,677,950 1.3

現金及び預金 5,293,571,594 5,227,483,600 66,087,994 1.3

売　　掛　　金 1,479,192,840 1,458,662,748 20,530,092 1.4

商　　　　　品 11,447,167 7,421,003 4,026,164 54.3

従業員短期貸付金 5,317,525 5,479,483 △ 161,958 △  3.0

未 収 入 金 17,891,784 20,650,575 △ 2,758,791 △  13.4

立   替   金 4,399,269 4,313,604 85,665 2.0

繰延税金資産 37,188,933 36,145,728 1,043,205 2.9

その他流動資産 682,990 537,411 145,579 27.1

貸倒引当金 △ 1,370,000 △ 2,050,000 680,000 △  33.2

固  定  資  産 1,928,150,893 1,879,223,486 48,927,407 2.6

有形固定資産 197,190,142 159,963,887 37,226,255 23.3

建　    物 18,569,075 17,418,820 1,150,255 6.6

建物附属設備 45,367,376 52,039,162 △ 6,671,786 △   12.8

構 築 物 8,587,641 9,890,229 △ 1,302,588 △   13.2

機械装置 26,182,072 23,947,596 2,234,476 9.3

車両運搬具 1,513,284 2,531,589 △ 1,018,305 △   40.2

器具備品 77,070,518 34,236,315 42,834,203 125.1

土      地 19,900,176 19,900,176 0 0

無形固定資産 4,036,943 19,868,153 △    15,831,210 △   79.7

電話加入権 1,656,200 1,656,200 0 0

ソフトウエア 2,380,743 18,211,953 △    15,831,210 △  86.9

投資その他の資産 1,726,923,808 1,699,391,446 27,532,362 1.6

投資有価証券 1,211,550,000 1,211,550,000 0 0

出    資    金 5,000,000 3,000,000 2,000,000 66.7

開設者差入保証金 2,000,000 2,000,000 0 0

開設者差入有価証券 9,990,571 9,990,571 0 0

従業員長期貸付金 25,038,913 32,327,764 △ 7,288,851 △ 22.5

長期前払費用 158,221,622 172,838,703 △ 14,617,081 △ 8.5

繰延税金資産 248,059,702 200,819,408 47,240,294 23.5

その他投資等 71,343,000 71,165,000 178,000 0.3

貸倒引当金 △ 4,280,000 △ 4,300,000 20,000 △ 0.5

　資  産  合  計 8,776,472,995 8,637,867,638 138,605,357 1.6

流  動  負  債 4,170,966,832 4,263,997,210 △ 93,030,378 △  2.2

受託販売未払金 309,532,020 303,826,218 5,705,802 1.9

買  掛  金 8,895,245 13,191,003 △ 4,295,758 △  32.6

短期借入金 3,500,000,000 3,570,000,000 △ 70,000,000 △  2.0

未  払  金 75,911,975 67,582,546 8,329,429 12.3

未払法人税等 141,759,700 159,226,400 △ 17,466,700 △ 11.0

未払消費税 22,336,800 36,386,800 △ 14,050,000 △ 38.6

未払費用 12,920,358 14,331,692 △ 1,411,334 △ 9.8

預   り   金 40,088,652 37,376,667 2,711,985 7.3

前  受  金 2,072,082 3,575,884 △ 1,503,802 △  42.1

賞与引当金 57,450,000 58,500,000 △ 1,050,000 △ 1.8

固  定  負  債 620,550,378 529,081,703 91,468,675 17.3

退職給付引当金 478,704,678 529,081,703 △    50,377,025 △ 9.5

役員退職慰労引当金 141,845,700 0 141,845,700 -

　負  債  合  計 4,791,517,210 4,793,078,913 △ 1,561,703 0

資   本   金 600,000,000 600,000,000 0 0

利益剰余金 3,384,955,785 3,244,788,725 140,167,060 4.3

当期未処分利益 403,955,785 320,788,725 83,167,060 25.9

(うち当期純利益) (224,531,860) (268,496,024) (△43,964,164) (△16.4)

　資  本  合  計 3,984,955,785 3,844,788,725 140,167,060 3.6

　負 債 ・ 資 本 合 計 8,776,472,995 8,637,867,638 138,605,357 1.6

(単位：円、％)
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